
 平 成 ２ ０ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 Ａ Ｉ 第 二 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １２時４０分 

２  試験科目数別終了時刻 

 科 目 数 １ 科 目 ２ 科 目 ３ 科 目 

 終 了 時 刻 １ ３ 時 ２ ０ 分 １ ４ 時 ０ ０ 分 １ ４ 時 ４ ０ 分

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 

  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ H －  １ ～  6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ H －  7 ～ 10

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ H － 11 ～ 15

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１H９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｑ11

22222222

3333333

444444

5555Ｌ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｇ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６ 合格点及び問題に対する配点   

(１) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｈ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、抵抗Ｒ の値を変えながら、端子 －ｂ間の電圧を測定したところ、２ ａ

Ｒ が１２０オームのとき３０ボルト、Ｒ が３００オームのとき５０ボルトであった。Ｒ を２ ２ ２

取り外したときの端子 －ｂ間の電圧は、 (ア) ボルトである。ただし、電池の内部抵抗ａ

は無視するものとする。 (５点)

① ５０ ② ７０ ③ ９０ ④ １１０ ⑤ １３０

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスを３４オームとすると、容量

性リアクタンスＸ は、 (イ) オームである。 (５点)Ｃ

① １５ ② ２６ ③ ３７ ④ ５１ ⑤ ６５

(３) 交流回路の電流と電圧の位相差を小さくすれば、この回路の (ウ) は、大きくなる。

(５点)

① 無効率 ② 力 率 ③ インピーダンス ④ 皮相電力

(４) 図３に示す磁化曲線において、Ｂは、 (エ) を表し、Ｈは、磁化力を表す。 (５点)

① 透磁率 ② 磁気抵抗 ③ 磁束密度 ④ 保磁力

図３

Ｈ

Ｂ

００

Ｅ Ｒ

図１

　ａ

　ｂ

2

Ｒ１

ｂ

図２

ａ

ＸＣＲ＝１６ ＸＬ＝２１ ΩΩ
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) ｐｎ接合ダイオードは、順方向電圧を加えると (ア) 端子側からカソード端子側に電流

が流れ、逆方向電圧を加えるとカソード端子側から (ア) 端子側に電流はほとんど流れな

い。 (４点)

① アノード ② グリッド ③ ソース ④ ゲート

(２) 図１に示すトランジスタ回路において、ベースとエミッタ間に正弦波の入力信号電圧Ｖ をＩ

加えたとき、コレクタ電流Ｉ が図２に示すように変化した。Ｉ とコレクタ－エミッタ間のＣ Ｃ

電圧Ｖ との関係が図３に示すように表されるとき、Ｖ の振幅を５０ミリボルトとすれば、ＣＥ Ｉ

電圧増幅度は、 (イ) である。 (４点)

① ２０ ② ３０ ③ ４０ ④ ５０ ⑤ ６０

(３) ｎ形半導体において、自由電子を作るために加えられた微量の不純物は、 (ウ) といわ

れる。 (４点)

① アクセプタ ② ドレイン ③ ドナー ④ ソース

(４) バリスタは、過電圧の制御、 (エ) 、温度補償などに用いられる素子である。 (４点)

① 雑音の吸収 ② 漏話の吸収 ③ フロー制御 ④ 光信号の制御

(５) ベース接地トランジスタ回路のコレクタ－ベース間の電圧Ｖ を一定にして、エミッタ電流をＣＢ

２ミリアンペア変化させたところ、コレクタ電流が１.９６ミリアンペア変化した。このトラ

ンジスタ回路の電流増幅率は、 (オ) である。 (４点)

① ０.０２ ② ０.０４ ③ ０.９８ ④ １.０２

図２ 図３図１
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１の論理回路において、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係が

表１の真理値表で示されるとき、表中の出力レベルＷ、Ｘ、Ｙ、Ｚは、それぞれ (ア) で

ある。 (５点)

① ０、１、０、０ ② ０、１、１、０ ③ １、１、１、０

④ ０、０、１、１ ⑤ １、０、０、１

(２) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (イ) にな

る。 (５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)･Ａ･Ｃ

① Ａ･Ｃ ② Ａ＋Ｂ ③ Ａ＋Ｃ ④ Ｂ＋Ｃ ⑤ Ａ･Ｂ＋Ｃ

(３) 表２は、入力論理レベルＡ及びＢと出力論理レベルＣとの関係を示した真理値表である。こ

の真理値表に相当する論理式Ｃは、 (ウ) の式で表すことができる。 (５点)

① Ａ･Ｂ＋(Ａ＋Ｂ) ② Ａ･(Ｂ＋Ｂ) ③ Ａ＋Ｂ

④ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｂ) ⑤ Ａ＋Ａ･Ｂ

０

０

０

０

入 力 出力
ｃ

１

１

１

１

ａ

Ｗ

ｂ

Ｘ

Ｙ

Ｚ

入力 ｂ

入力 ａ
出力ｃ

表１

図１

入力論理レベル

出力論理レベル

０

Ｃ

Ｂ

Ａ ０

表２

０

０

１ １

１

１１

００１
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(４) 図２の論理回路において、入力ａ及び入力ｂに図３に示す入力がある場合、図２の出力ｃは、

図３の出力のうち (エ) である。 (５点)

① ｃ１ ② ｃ２ ③ ｃ３ ④ ｃ４ ⑤ ｃ５

図３
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線１への入力電圧が１２０ミリボルト、電気通信回線１から電気

通信回線２への遠端漏話減衰量が (ア) デシベル、増幅器の利得が４０デシベル、変成器

の巻線比(ｎ ：ｎ )が３：４のとき、電圧計の読みは１６ミリボルトである。ただし、変成１ ２

器は理想的なものとし、電気通信回線及び増幅器の入出力インピーダンスはすべて同一値で、

各部は整合しているものとする。 (５点)

① ４０ ② ４５ ③ ５０ ④ ６０ ⑤ ７０

(２) 無限長の一様線路における入力インピーダンスは、その線路の特性インピーダンス (イ) 。

(５点)

１① の逆数である ② と等しい ③ の である ④ の２倍である２

(３) 図２において、Ａ方向における漏話減衰量は、 (ウ) デシベルである。 (５点)

① －６４ ② －４４ ③ －１２ ④ ４４ ⑤ ６４

(４) 伝送路は、その減衰量が (エ) に無関係に一定であり、かつ、位相変化が (エ) に

比例するとき、信号をひずみなく伝送できる。 (５点)

① 雑 音 ② 特性インピーダンス ③ 周波数 ④ 振 幅

発振器 電気通信回線１

電気通信回線２

終端抵抗

増幅器

図１

巻線比 終端抵抗

変成器

３：４

電圧計終端抵抗 Ｖ

(誘導回線)

受端送端

発振器

漏話電力

図２

Ｚ1

Ｚ２

信号入力 信号電力

漏話電力

(被誘導回線)

信号の伝送方向

Ａ方向 Ｂ方向

Ｚ1

Ｚ２

dＢm－４

－４８ dＢm－２８ dＢm

１６ dＢm
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ通信で用いられる光変調器について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。(４点)

Ａ 物質中を伝搬する超音波によって生ずる屈折率の粗密(回折格子)で光が回折され、光信号

の属性を変化させるポッケルス効果を利用したものがある。

Ｂ 物質に電界を加え、この電界強度を変化させることにより、物質の屈折率を変化させ、光

信号の属性を変化させる電気光学効果を利用したものがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) フィルタについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ ある周波数以下の周波数の信号を通過させ、その他の周波数の信号に対しては大きな減衰

を与えるフィルタは、高域通過フィルタといわれる。

Ｂ ある周波数範囲の周波数の信号のみを通過させ、その他の周波数の信号に対しては大きな

減衰を与えるフィルタは、低域通過フィルタといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 伝送系の位相量が、周波数に対して比例関係にないために生ずるひずみは、 (ウ) ひず

みといわれ、伝送品質を劣化させる原因となる。 (４点)

① 減 衰 ② 非直線 ③ 群遅延 ④ 終了時

(４) ＰＣＭ信号の多重化方法の一つである (エ) 方式は、各チャネル別にパルス信号の送出

を時間的にずらして伝送することにより、伝送路を多重利用するものである。 (４点)

① ＴＤＭ ② ＦＤＭ ③ ＴＤＭＡ ④ ＦＤＭＡ

(５) 光ファイバの利点である広帯域性を有効に利用したものとしては、波長の異なる複数の光信

号を１本の光ファイバで伝送する方式がある。このうち、１００ギガヘルツ間隔で１００波長

程度を多重化して伝送する方式は、 (オ) といわれる。 (４点)

① ＣＷＤＭ ② ＤＷＤＭ ③ ＴＣＭ ④ ＳＤＭ



Ｈ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 音声通信サービスにおける通話時の音声品質に対する主観評価の方法としては、 (ア)

がある。 (ア) は、被験者に音声の品質を５段階で評価してもらう方法で、ＩＴＵ－Ｔ勧

告Ｐ.８００として標準化されている。 (４点)

① ＰＳＱＭ ② Ｒ値 ③ ＬＲ ④ ＭＯＳ

(２) 電子式ボタン電話装置の特定の一つの内線を特定の２台の電話機だけの内線相互通話に使用

でき、ボタン一つで相手電話機を呼び出すことができる機能は、 (イ) といわれる。(４点)

① 内線アッドオン ② プライベートライン

③ 内線キャンプオン ④ 内線ホットライン

(３) 電子式ボタン電話装置の発着信の衝突防止回路において、ホトカプラに直列に接続されてい

る (ウ) は、外線の対地電圧が変動した場合における着信の誤検出を防止している。(４点)

① 抵 抗 ② リードスイッチ ③ ツェナーダイオード ④ ブリッジ回路

(４) デジタル式ＰＢＸの交換処理プログラムは、処理内容により分類されており、一般に、実行

管理プログラム、 (エ) プログラム、故障処理プログラム、運用保守プログラムの四つか

ら成る。 (４点)

① 料金管理 ② 呼処理 ③ 状態遷移 ④ 初期設定

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける端末アダプタは、電気・物理インタフェー

ス変換、速度変換、 (オ) 変換などの機能を有している。 (４点)

① 位 相 ② ＴＣＭ ③ プロトコル ④ ＩＰアドレス

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースの機能群について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。

(４点)

Ａ ＮＴ２は、一般に、ＴＥとＮＴ１の間に位置し、交換や集線などの機能のほか、レイヤ２

及びレイヤ３のプロトコル処理機能を有しているものがある。

Ｂ ＴＥには、ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース標準に準拠したものとそれ以外のものがあ

り、それぞれＴＥ１、ＴＥ２といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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( ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、Ｂチャネルを使用する通信について述べた２)

次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ Ｂチャネルを使用するときは、複数の端末間でＢチャネルへのアクセス競合が発生しない

よう、Ｂチャネル競合制御手順に従って、アクセス権を獲得しなければならない。

Ｂ Ｂチャネルでは、回線交換、パケット交換などの通信モードにより、ユーザ情報を転送す

ることができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでは、ＮＴからＴＥ及びＴＥからＮＴへ伝送される

(ウ) ビット長のフレームは、２５０マイクロ秒の周期で繰り返し伝送される。 (４点)

① ８ ② ３２ ③ ４８ ④ ９６ ⑤ １２８

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるレイヤ２では、バス配線に接続されている

一つ又は複数の端末を識別するために、 (エ) が用いられる。 (４点)

① ＬＡＰＤ ② ＳＡＰＩ ③ ＬＡＰＢ ④ ＴＥＩ

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、Ｂチャネルを使用してパケット通信を行

う場合、パケット通信手順に入る前に、まず、発信側の端末が、Ｄチャネル上で (オ) モ

ードの発呼手順を用いて、Ｂチャネルでパケット通信を行うことを指定する必要がある。(４点)

① 回線交換 ② ＴＣＰ ③ ＩＰ ④ パケット交換 ⑤ ＬＡＮ

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 呼量は、｢トラヒック量÷ (ア) ｣で算出され、単位はアーランが使用される。 (４点)

① 延呼数 ② 測定回数 ③ 使用中回線数 ④ 測定時間

(２) 出線数ｎの即時式完全線群において、加えられた呼量がａアーラン、呼損率がＢであるとき、

出線能率は、 (イ) の式で表される。 (４点)

ａ×(１－Ｂ) ａ×Ｂ ｎ×(１－Ｂ) ｎ×Ｂ① ② ③ ④ｎ ｎ ａ ａ

(３) ３５回線の回線群について、３０分間における使用状況を調査したところ、表に示す結果が

得られた。この時間にこの回線群で運ばれた呼量は、 (ウ) アーランとみなすことができ

る。 (４点)

① ５.２ ② １３.４ ③ １５.６ ④ １８.２

調 査 時 刻 9:00 9:03 9:06 9:09 9:12 9:15 9:18 9:21 9:24 9:27

使用回線数 １７ １５ １９ １７ １６ １６ １９ １０ １２ １５
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(４) コンピュータプログラムのセキュリティ上の脆弱性が公表される前、若しくは脆弱性の情報
ぜい

が公表されたがセキュリティパッチがまだ無い状態において、その脆弱性をねらって行われる

攻撃は、一般に、 (エ) 攻撃といわれる。 (４点)

① ゼロデイ ② ブルートフォース ③ バッファオーバフロー ④ ＤｏＳ

(５) 事業所間のインターネットＶＰＮに用いられる (オ) は、トンネルモードとトランスポ

ートモードの二つの転送モードを持つプロトコルである。 (４点)

① ＰＰＰ ② ＰＰＴＰ ③ ＳＳＬ ④ ＩＰｓｅｃ

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アクセス系設備の平衡対メタリックケーブル線路において、単位長当たりの導体抵抗を小さ

くするためには、ケーブル心線導体の (ア) 方法が有効である。 (４点)

① 誘電率を上げる ② 導電率を下げる ③ 径を太くする

④ 径を細くする

(２) 屋内配線工事において、漏話及び誘導雑音を軽減するため、心線配列が並列構造でアルミ

ラミネートテープの採用などにより外被を電気的に遮へいして電磁妨害の防止効果を高めた

(イ) を用いる方法がある。 (４点)

① フラットケーブル ② 同軸ケーブル ③ ＣＣＰケーブル

④ ２対カッド形ＰＶＣ屋内線

(３) テスタによる測定方法などについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ アナログ式テスタは、デジタル式テスタと比較して、電圧測定レンジにおける内部抵抗値

が大きく、半導体回路などの測定に適している。

Ｂ アナログ式テスタを用いて値のわからない電圧や電流を測定する場合、最初に最大レンジ

で測定してから順次適切なレンジに切替えて測定する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) デジタル式ボタン電話装置の設置工事などについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。

(４点)

Ａ デジタル式ボタン電話装置の主装置において、プリント基板の実装又は取り外し作業をす

る場合、基板上の素子の破損などを避けるため、主装置の電源スイッチをオフにし、電源

コードをコンセントから抜くことが望ましい。

Ｂ デジタル式ボタン電話装置の雷サージ対策として、デジタル式ボタン電話装置の主装置に

接続される外線ケーブル及び主装置と端末機器間の屋内ケーブルにフェライトコアを取り付

ける方法がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) デジタル式ボタン電話装置の設置工事終了後に行う機能確認試験のうち、銀行の残高照会サ

ービスで必要となるＤＰ回線へＰＢ信号を送出する自動切替機能を確認する場合、発信ダイヤ

ル操作後に (オ) 若しくはタイムアウトで自動的にＰＢ信号送出モードに切り替わること

を確認する。 (４点)

① 終話信号検出 ② 回線再捕捉 ③ 切断信号検出 ④ 応答信号検出

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) デジタル式ＰＢＸの機能確認試験のうち、 (ア) 試験では、内線から特定番号をダイヤル

することにより放送設備に接続され、内線からの音声がスピーカから出ることを確認する。(４点)

① キャンプオン ② ページング ③ ピックアップ ④ ハンドオフ

(２) デジタル式ＰＢＸの機能確認試験のうち、 (イ) 試験では、中継台で外線からの着信信

号を受信中に、その呼が途中放棄された場合、一定時間後に中継台での着信表示が停止される

ことを確認する。 (４点)

① オートレリーズ ② ロックアウト ③ ページング ④ コールバック

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでのバス配線工事終了後に行う開通工事試験では、

テスタを用いて、ＴＡ－ＴＢ間のバス配線ケーブルの (ウ) 試験を行うことができる。(４点)

① ＤＳＵ折り返し ② インタフェースのモニタ

③ 断線・混線 ④ ビットエラー

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでのポイント・ツー・マルチポイント構成の配線に

おいて、バス配線ケーブルとＴＥの接続用ジャック間をスタブを介して取り付ける場合は、

(エ) メートル以内のスタブを用いることが規定されている。 (４点)

① １ ② ３ ③ ５ ④ ７

(５) 日程計画作成などに用いられるアローダイアグラムを作成するための作業項目としてⓐ～ⓓ

があるとき、一般的な作成手順として、正しいものは、 (オ) である。 (４点)

ⓐ 最早結合点日程を計算する。

ⓑ 結合点を書き、矢印を引き、結合点の番号を記入する。

ⓒ クリティカルパスを表示する。

ⓓ 余裕時間を計算する。

① ⓐ→ⓑ→ⓓ→ⓒ ② ⓑ→ⓓ→ⓐ→ⓒ

③ ⓐ→ⓒ→ⓑ→ⓓ ④ ⓑ→ⓐ→ⓓ→ⓒ
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 音声伝送役務とは、おおむね３キロヘルツ帯域の音声その他の音響を伝送交換す

る機能を有する電気通信設備を他人の通信の用に供する電気通信役務であってデー

タ伝送役務を含む。

② 電気通信業務とは、電気通信事業者の行う電気通信役務の提供の業務をいう。

③ 電気通信役務とは、電気通信設備を用いて他人の通信を媒介し、その他電気通信

設備を他人の通信の用に供することをいう。

(２) 総務大臣が電気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利益を確保するために必要な限

度において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ずることができる場合につい

て述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 電気通信事業者が特定の者に対し不当な差別的取扱いを行っているとき。

Ｂ 電気通信事業者が提供する電気通信役務に関する提供条件(料金を除く。)が電気通信回線

設備の使用の態様を不当に制限するものであるとき。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 利用者は、端末設備又は自営電気通信設備を接続するときは、工事担任者資格者証の交付

を受けている者に、当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに係る工事を行わせ、又は

(ウ) に監督させなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

(４点)

① 誠 実 ② 実 地 ③ 確 実 ④ 厳 格

(４) 総務大臣が工事担任者資格者証を交付する者について述べた次の文章において、 、 の下A B

線部分は、 (エ) 。 (４点)

総務大臣は、次の各号のいずれかに該当する者に対し、工事担任者資格者証を交付する。

(ⅰ) 工事担任者試験に合格した者

(ⅱ) 工事担任者資格者証の交付を受けようとする者の養成課程で、総務大臣が 総務省令でA

定める基準に適合するものであることの認定をしたものを修了した者

(ⅲ) 前記(ⅰ)及び(ⅱ)に掲げる者と 同等以上の知識及び技能を有すると総務大臣が認定しB

た者

① のみ正しい ② のみ正しい ③ も も正しい ④ も も正しくないA B A B A B

(５) 電気通信事業者は、利用者から端末設備をその電気通信回線設備に接続すべき旨の請求を受

けたときは、その接続が総務省令で定める技術基準に適合しない場合その他総務省令で定める

場合を除き、その請求を拒むことができない。その総務省令で定める場合とは、利用者から、

端末設備であって電波を使用するもの(別に告示で定めるものを除く。)及び (オ) その他

利用者による接続が著しく不適当なものの接続の請求を受けた場合とする。 (４点)

① 網制御装置 ② ファクシミリ ③ 通信管理装置 ④ 公衆電話機
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者の工事の範囲について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＡＩ第二種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事(端末

設備等に収容される電気通信回線の数が５０以下であって内線の数が２００以下のものに限

る。)及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事(総合デジタル通信回

線の数が毎秒６４キロビット換算で５０以下のものに限る。)を行い、又は監督することが

できる。

Ｂ ＤＤ第二種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事(接続

点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１００メガビット以下のものに限る。)を行い、

又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するため

の工事を除く。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 工事担任者が、その資格者証の再交付を受けられる場合について述べた次の語句のうち、

誤っているものは、 (イ) である。 (４点)

① 資格者証を破った場合 ② 資格者証を失った場合

③ 資格者証を汚した場合 ④ 工事担任者の氏名に変更を生じた場合

(３) 電話用設備に接続される端末機器の技術基準適合認定について述べた次の二つの文章は、

(ウ) 。 (４点)

Ａ 変復調装置は、技術基準適合認定の対象とならない端末機器である。

Ｂ 構内交換設備は、技術基準適合認定の対象となる端末機器である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 総務大臣は、有線電気通信設備を設置した者に対し、その設備が有線電気通信法の規定に基

づく政令で定める (エ) に適合しないため他人の設置する有線電気通信設備に妨害を与え、

又は (オ) に危害を及ぼし、若しくは物件に損傷を与えると認めるときは、その妨害、危

害又は損傷の防止又は除去のため必要な限度において、その設備の使用の停止又は改造、修理

その他の措置を命ずることができる。 (４点×２＝８点)

① 設置基準 ② 技術基準 ③ 保安基準

④ 社 会 ⑤ 人 体 ⑥ 自然環境
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は移動電話用設備を接

続する点において２線式の接続形式でアナログ信号を入出力とするものをいう。

② 移動電話用設備とは、電話用設備であって、電気通信事業者の無線呼出用設備に接

続し、その端末設備内において電波を使用するものをいう。

③ 総合デジタル通信端末とは、端末設備であって、総合デジタル通信用設備に接続さ

れるものをいう。

(２) 責任の分界について述べた次の文章において、 、 の下線部分は、 (イ) 。 (４点)A B

利用者の接続する端末設備と事業用電気通信設備との間の責任の分界点における 分離のA

方式は、端末設備を電気通信回線ごとに事業用電気通信設備から 容易に切り離せるものでB

なければならない。

① のみ正しい ② のみ正しい ③ も も正しい ④ も も正しくないA B A B A B

(３) 利用者が端末設備を事業用電気通信設備に接続する際に使用する配線設備等は、事業用電気

通信設備を損傷し、又はその機能に (ウ) を与えないようにするため、総務大臣が別に告

示するところにより配線設備等の (エ) の方法を定める場合にあっては、その方法による

ものでなければならない。 (４点×２＝８点)

① 障 害 ② 誘 導 ③ 識 別

④ 測 定 ⑤ 検 査 ⑥ 設 置

(４) 評価雑音電力について述べた次の文章において、 、 の下線部分は、 (オ) 。(４点)A B

評価雑音電力とは、 通信回線が受ける妨害であって人間の聴覚率を考慮して定められるA

実効的雑音電力をいい、 誘導によるものを含む。B

① のみ正しい ② のみ正しい ③ も も正しい ④ も も正しくないA B A B A B



Ｈ－14

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末の発信の機能について述べた次の文章において、 、 の下線部分は、A B

(ア) 。 (４点)

自動再発信(応答のない相手に対し引き続いて繰り返し自動的に行う発信をいう。)を行う

場合(自動再発信の回数が１５回以内の場合を除く。)にあっては、その回数は最初の発信か

ら ２分間に３回以内でなければならない。この場合において最初の発信から ２分を超えA B

て行われる発信は、別の発信とみなす。

① のみ正しい ② のみ正しい ③ も も正しい ④ も も正しくないA B A B A B

(２) アナログ電話端末の選択信号が２０パルス毎秒方式のダイヤルパルスの信号である場合、そ

の信号のダイヤルパルスメーク率は、 (イ) でなければならない。 (４点)

① ２８％以上３３％以下 ② ３０％以上３６％以下

③ ３３％以上３８％以下 ④ ３０％以上４２％以下

(３) アナログ電話端末の直流回路の電気的条件について述べた次の文章のうち、誤っているもの

は、 (ウ) である。 (４点)

① 直流回路を閉じているときの直流回路の直流抵抗値は、２０ミリアンペア以上１２０

ミリアンペア以下の電流で測定した値で５０オーム以上３００オーム以下でなければな

らない。ただし、直流回路の直流抵抗値と電気通信事業者の交換設備からアナログ電話

端末までの線路の直流抵抗値の和が５０オーム以上１,７００オーム以下の場合にあっ

ては、この限りでない。

② 直流回路を閉じているときのダイヤルパルスによる選択信号送出時における直流回路

の静電容量は、３マイクロファラドを超えるものでなければならない。

③ アナログ電話端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであってはな

らない。

(４) アナログ電話端末の送出電力の許容範囲(通話の用に供する場合を除く。)について述べた次

の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ ４キロヘルツから８キロヘルツまでの不要送出レベルの許容範囲は、マイナス２０dＢm以

下でなければならない。

Ｂ ８キロヘルツから１２キロヘルツまでの不要送出レベルの許容範囲は、マイナス４０ dＢm

以下でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 総合デジタル通信端末は、総務大臣が別に告示する場合を除き、基本的機能として、通信を

終了する場合にあっては、 (オ) 用メッセージを送出する機能を備えなければならない。

(４点)

① 呼切断 ② 応 答 ③ 呼設定 ④ 呼出し



Ｈ－15

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(ア) である。 (４点)

① 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る中

継器その他の機器(これらを支持し、又は保蔵するための工作物を含む。)をいう。

② 絶縁電線とは、絶縁物及び保護物で被覆されている電線をいう。

③ 電線とは、有線電気通信(送信の場所と受信の場所との間の線条その他の導体を利

用して、電磁的方式により信号を行うことを含む。)を行うための導体(絶縁物又は保

護物で被覆されている場合は、これらの物を含む。)であって、強電流電線に重畳さ

れる通信回線に係るもの以外のものをいう。

(２) 架空電線と他人の設置した架空電線等との関係について述べた次の二つの文章は、

(イ) 。 (４点)

Ａ 架空電線は、他人の建造物との離隔距離が３０センチメートル以下となるように設置して

はならない。ただし、その他人の承諾を得たときは、この限りでない。

Ｂ 架空電線は、架空強電流電線と交差するとき、又は架空強電流電線との垂直距離がその架

空電線若しくは架空強電流電線の支持物のうちいずれか高いものの高さに相当する距離以下

となるときは、総務省令で定めるところによらなければ、設置してはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信設備令施行規則に規定する強電流裸電線とは、 (ウ) 強電流電線をいう。

(４点)

① 絶縁物のみで被覆されている ② 絶縁物で被覆されていない

③ 保護物のみで被覆されている ④ 保護物で被覆されていない

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律に規定する事項について述べた次の二つの文章は、

(エ) 。 (４点)

Ａ ｢アクセス管理者｣とは、電気通信回線に接続している電子計算機(以下｢特定電子計算機｣

という。)の利用(当該電気通信回線を通じて行うものに限る。)につき当該特定電子計算機

の動作を管理する者をいう。

Ｂ 何人も、不正アクセス行為をしてはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において、電磁的記録であって情報を表すために作成さ

れたもの(公務員が職務上作成したものを除く。)は、当該電磁的記録に記録された情報につい

て本人による電子署名(これを行うために必要な符号及び物件を適正に管理することにより、

本人だけが行うことができることとなるものに限る。)が行われているときは、真正に成立し

たものと (オ) する。 (４点)

① 確 認 ② 認 証 ③ 決 定 ④ 推 定



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。なお、試験問題では、R 及び TM を 

明記していません。 

 

(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 

(3) 試験問題、図中の抵抗器の表記は、旧図記号を用いています。また、トランジスタについても、旧図記号を用いています。 

 

 

    

(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 

(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、常用漢字 

以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・鍵(かぎ) ・筐体(きょうたい) ・桁(けた) ・躾(しつけ) ・充填(じゅうてん) ・輻輳(ふくそう)  

          ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 

(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の８桁、８ビット 

      〔Bit〕です。 

 

(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般に、使われる 

頻度が高いバイトを用いています。 

 

(8) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

  

新図記号 旧図記号




